
☞令和４年度決算内容の解説は「広報ひ

の１１月１日号」の８ページから１０ペー

ジに掲載されていますので、併せてご参

照ください。

解説は『広報　　  』に

意
見

質
疑

皆さんからの
　第３回定例会では、４件の請願が新たに提出され、
所管の常任委員会で審査が行われました。定例会最
終日の本会議の審議結果は、次のとおりです。

請
願

　請願や陳情の提出方法は、日野市
議会のホームページにも掲載してい
ます。詳しくは、議会事務局へお問
い合わせください。

付託先 請 願 の 件 名 結果

企
画
総
務

委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

健康保険証の存続を求める意見書
の提出に関する請願

現行の健康保険証を残すことを国
に求める請願

「インボイス制度を導入する前に
『納税者権利憲章』を制定せよ」
と国に求める意見書を、日野市議
会として提出するよう求める請願

保健所がない自治体と保健所との
連携の課題を実態に即して検証す
ることを求める意見書を東京都に
提出することに関する請願

不
採
択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

陳
情

請
願

広報ひの
ホームページ
QRコード

照ください。 広報ひの
ホームページ
QRコード

(注)金額は各欄ごとに1万円未満を四捨五入しているため、
合計が合わない場合があります。

(注)令和2年度から下水道事業に地方公営企業会計を適用し、
「下水道事業特別会計」から「下水道事業会計」に移行
しています。

※無会派議員の賛否表明…賛成６人・欠席１人

令和４年度

決 算 額
歳入 1,314億6,737万円（前年度比 3.5％減）
歳出 1,290億5,052万円（前年度比 1.3％減）

775億3,177万円
747億1,164万円
539億3,560万円
543億3,888万円
166億8,627万円   

165億7,192万円   

24億 72万円   

22億 159万円   

154億8,005万円   

151億5,097万円  

  50億 470万円   

49億6,781万円   

95億4,835万円   

97億9,791万円   

48億1,552万円   

56億4,868万円   

5.8％減
3.0％減
0.05％減
1.2％増 
3.6％増

3.9％増

 11.8％減

14.3％減

2.6％増

2.4％増

9.4％増

8.7％増

3.5％減

3.7％増

13.6％減

11.0％減

会　計　別

一  般  会  計

特  別  会  計

国 民 健 康 保 険

土地区画整理事業

介 護 保 険

後期高齢者医療

市 立 病 院 事 業

下 水 道 事 業

前年度比歳　　入
歳　　出

一般会計決算の認定に賛成か、
反対か  ～各会派の総括意見（要旨）

意
見

方
針
の
一
つ
と
し
た
こ

と
を
評
価
、
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
機
運
醸
成
事

業
を
要
望
⑧
予
備
費
充

当
の
慎
重
な
運
用
を
要

望
⑨
内
部
統
制
評
価
報

告
書
を
評
価
し
ま
す
。

　令
和
４
年
度
は
、
第

６
次
行
財
政
改
革
大
綱

実
施
計
画
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
市
長
を
は
じ

め
職
員
が
よ
り
一
層
奮

励
努
力
を
重
ね
、
健
全

な
財
政
運
営
が
行
わ
れ

る
こ
と
を
強
く
要
望
し
、

認
定
の
意
見
と
し
ま
す
。

入
へ
の
費
用
助
成
を
評

価
、
事
業
継
続
を
要
望

⑤
消
防
団
ポ
ン
プ
車
の

バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー
装
着

を
要
望
⑥
ミ
ニ
バ
ス
、

ワ
ゴ
ン
タ
ク
シ
ー
運
行

維
持
の
た
め
の
燃
料
費

高
騰
分
補
助
を
評
価
、

デ
マ
ン
ド
交
通
実
現
を

要
望
⑦
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
を
第
２
次
ス

ポ
ー
ツ
推
進
計
画
基
本

務
効
率
化
検
討
業
務
の

実
施
、
全
庁
規
模
の
業

務
集
約
化
に
よ
る
効
率

化
を
図
る
と
と
も
に
効

果
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

手
法
の
導
入
を
評
価
②

障
害
者
仕
事
創
出
事
業

を
評
価
、
精
神
障
害
者

へ
の
自
立
支
援
を
要
望

③
が
ん
検
診
向
上
の
努

力
を
評
価
④
農
業
用
ハ

ウ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
導

　令
和
４
年
度
決
算
は
、

流
用
に
お
い
て
多
額
の

も
の
が
散
見
さ
れ
ま
し

た
。
予
算
積
算
の
甘
さ

と
事
業
の
組
み
立
て
に

対
し
改
善
を
求
め
ま
す
。

社
会
情
勢
を
踏
ま
え
た

予
算
編
成
と
共
に
、
不

用
額
は
早
め
に
減
額
補

正
を
行
い
、
必
要
と
す

る
部
署
へ
補
正
予
算
を

組
み
、
状
況
に
適
し
た

財
政
運
営
を
行
う
こ
と

を
要
望
し
ま
す
。

　歳
出
に
つ
い
て
、
①

職
員
配
置
適
正
化
・
業

ト
イ
レ
改
修
な
ど
学
校

の
環
境
改
善
を
引
き
続

き
要
望
⑬
通
学
路
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
改
修
な
ど
減

災
対
策
を
要
望
⑭
学
校

給
食
を
評
価
、
給
食
費

無
償
化
へ
の
運
営
体
制

の
検
討
を
要
望
し
ま
す
。

　今
後
も
多
様
な
市
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
時

代
の
変
化
を
先
取
り
で

き
る
、
明
る
く
前
向
き

な
市
政
運
営
に
取
り
組

む
こ
と
を
要
望
し
て
、

令
和
４
年
度
決
算
の
認

定
の
意
見
と
し
ま
す
。

減
や
見
守
り
を
評
価
⑦

高
齢
者
へ
の
デ
ジ
タ
ル

支
援
を
評
価
⑧
新
型
コ

ロ
ナ
あ
ん
し
ん
健
康
相

談
窓
口
開
設
を
評
価
⑨

原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
高
騰
の
影
響
を
受

け
た
事
業
者
へ
の
支
援

を
評
価
⑩
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
遊
具
整
備
を
評
価

⑪
学
校
の
プ
ー
ル
改
革

の
拡
充
を
評
価
⑫
学
校

織
ガ
バ
メ
ン
ト
向
上
、

信
頼
回
復
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
要
望
③
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
基

本
方
針
を
策
定
し
、
本

格
的
な
支
援
の
推
進
を

要
望
④
「
ほ
っ
と
も
」

の
各
中
学
校
区
開
設
を

要
望
⑤
ひ
き
こ
も
り
居

場
所
支
援
施
設
の
他
地

域
へ
の
開
設
を
要
望
⑥

妊
産
婦
の
家
事
負
担
軽

　決
算
で
は
、
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
が
最
大

限
活
用
さ
れ
、
学
校
給

食
の
食
材
費
補
助
や
ひ

と
り
親
家
庭
へ
の
家
賃

助
成
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
に
反
映
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
評
価
し
ま
す
。

　歳
出
に
つ
い
て
、
①

職
員
配
置
適
正
化
・
業

務
効
率
化
の
業
務
委
託

に
よ
る
働
き
方
改
革
の

推
進
や
市
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
へ
の
期
待
②
日
野

市
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

委
員
会
設
置
に
よ
る
組

財
政
健
全
化
に
向
け
て
一
層

の
奮
励
努
力
を
強
く
求
め
る

自
由
民
主
党
日
野
市
議
団

公

　明

　党

時
代
の
変
化
を
先
取
り
し
明

る
く
前
向
き
な
市
政
運
営
を

　　 決算の認定とは 予算が収入・支出の見積もりであるの

に対し、決算は収入・支出の結果です。決算の認定とは、予算

がどのように使われ、いかに成果を上げたのかを議会が市民の

立場に立って審査・判定し、適正であると認めることです。

賛 成賛 成

軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
ア
ク

セ
ス
で
き
る
機
会
を
提

供
す
る
た
め
、
そ
の
裏

付
け
と
な
る
財
源
確
保

と
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
の
活
用
や
都
予
算
編

成
に
対
す
る
予
算
要
望

を
強
く
求
め
ま
す
。

　最
後
に
、
市
民
生
活

や
市
内
経
済
活
動
を
支

え
、
行
政
の
信
頼
確
保

・
財
政
再
建
に
向
け
た

取
り
組
み
に
不
断
の
努

力
と
対
話
を
重
視
し
た

市
政
運
営
を
求
め
て
、

賛
成
の
意
見
と
し
ま
す
。

は
、
新
た
な
市
営
火
葬

場
の
建
設
に
向
け
た
整

備
方
針
な
ど
を
広
く
市

民
に
示
し
、
候
補
地
の

選
定
は
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で

検
討
を
進
め
る
こ
と
。

さ
わ
や
か
健
康
体
操
は
、

参
加
回
数
の
制
限
は
設

け
ず
、
長
期
的
な
支
援

と
し
て
参
加
条
件
を
柔

軟
に
見
直
す
こ
と
。
教

育
費
で
は
、
市
民
が
気

は
、
地
域
の
課
題
解
決

や
市
民
の
期
待
に
応
え

る
多
様
な
人
材
確
保
に

取
り
組
む
こ
と
。
内
部

統
制
推
進
事
業
は
、
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
庁

用
車
の
事
故
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
相
談
件
数
が

増
加
傾
向
で
す
。
不
適

切
な
事
務
処
理
、
不
祥

事
の
再
発
防
止
を
強
く

求
め
ま
す
。
衛
生
費
で

　歳
入
で
は
、
市
民
福

祉
向
上
の
た
め
に
事
務

事
業
の
見
直
し
を
徹
底

し
、
廃
止
・
休
止
、
継

続
、
新
規
事
業
の
件
数

・
増
減
額
を
全
庁
で
共

有
し
、
そ
の
取
り
組
み

結
果
を
市
民
や
議
会
に

分
か
り
や
す
く
可
視
化

す
る
こ
と
。
市
税
収
入

の
徴
収
率
向
上
や
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る

進
行
管
理
、
歳
出
歳
入

改
革
を
強
く
求
め
ま
す
。

　歳
出
の
う
ち
総
務
費

で
は
、
採
用
関
連
事
業

チ
ー
ム
み
ら
い

人
と
地
域
の
絆
を
強
め
、
対

話
を
重
視
し
た
市
政
運
営
を

賛 成

ワ
ー
カ
ー
の
配
置
・
処

遇
の
充
実
な
ど
、
不
登

校
支
援
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
る
こ
と
。
二
つ
に
、

一
連
の
不
正
・
違
法
問

題
を
教
訓
に
正
規
公
務

員
増
員
、
非
正
規
公
務

員
の
処
遇
改
善
を
進
め

る
と
と
も
に
、
住
民
の

参
加
と
合
意
、
徹
底
的

な
話
し
合
い
を
柱
に
市

政
運
営
・
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
で
す
。

　市
長
に
は
、
本
気
で

改
善
・
改
革
に
取
り
組

む
こ
と
を
求
め
ま
す
。

り
組
み
を
求
め
ま
す
。

　市
政
で
切
実
に
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
る
課

題
に
対
し
提
案
し
ま
す
。

一
つ
は
、
急
増
し
て
い

る
不
登
校
問
題
に
対
し
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の

補
助
・
支
援
、
校
内
登

校
支
援
教
室
の
充
実
、

児
童
館
・
学
童
ク
ラ
ブ

な
ど
の
居
場
所
の
充
実
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

宣
言
」
の
解
除
②
夏
休

み
期
間
中
の
児
童
館
、

学
童
ク
ラ
ブ
、
学
校
な

ど
で
昼
食
の
支
援
・
提

供
③
放
課
後
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
へ
の
支
援

④
全
小
・
中
学
校
に
司

書
を
確
保
・
配
置
す
る

た
め
の
処
遇
・
賃
金
水

準
の
保
障
⑤
デ
マ
ン
ド

交
通
導
入
へ
の
積
極
的

か
つ
丁
寧
な
準
備
・
取

　市
政
を
め
ぐ
る
違
法
、

不
正
が
明
ら
か
に
な
っ

て
も
違
法
を
認
め
ず
暴

走
す
る
、
不
正
に
よ
る

不
当
な
公
金
の
支
出
、

無
駄
遣
い
を
認
め
ず
正

当
化
す
る
、
そ
う
し
た

市
の
姿
勢
・
対
応
が
際

立
っ
た
１
年
で
あ
り
、

決
算
を
不
認
定
と
す
る

最
大
の
理
由
で
す
。

　政
策
課
題
に
対
し
、

５
点
提
案
し
ま
す
。
①

財
政
状
況
の
改
善
か
ら
、

根
拠
も
道
理
も
失
っ
て

い
る
「
財
政
非
常
事
態

日
本
共
産
党
日
野
市
議
団

日
本
共
産
党
日
野
市
議
団

市
長
に
本
気
で
改
善
・
改
革

に
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
る

反 対

質
疑

歳 入 全 般
①森林環境譲与税の使途を問う。
②市民食堂の業者が変わった経緯を問う。
③法人市民税の中に伸びしろがあるので
はないか。

④財政調整基金の積立てと財政状況に対する認識
を問う

議会費・総務費

質
疑

質
疑

①令和４年度の働き方改革進捗状況を問
う。
②パートナーシップ制度等検討委員会設
立の意義は。

③公共施設等総合管理計画関連事業検討業務の委
託先を問う。
④令和４年度の職員応募者数と内定辞退率を問う。
⑤障害者雇用を推進するための取り組みを問う。
⑥時間外勤務の推移について教えてほしい。
⑦自動音声電話催告システムの活用、実績、効果を
問う。
⑧メンタルヘルスケア・ハラスメント相談の特徴、総
括、分析を問う。

質
疑

農業費・商工費・土木費・消防費
①デマンド交通の現在の検討段階を問う。
②道路情報WEB公開システムの利用件数
及び相談内容を問う。

③コロナ禍における原油価格・物価高騰
等対策事業経費の対象に対する検討状況を問う。

④公園の修繕の件数と内容を問う。
⑤ハウス栽培における温室効果ガス排出削減事業
費補助金の実施事業者数を問う。

⑥物価高騰の中における緑地信託地等保全管理業
務委託料を問う。

⑦学校給食用地元野菜等運搬支援業務委託、供給
コーディネート業務委託、契約栽培支援事業奨
励金の具体的内容と状況を問う。

⑧企業立地奨励金、ものづくり企業等地域共生推
進助成金と税収の増加、市内雇用者の増加など、
成果を問う。

質
疑

衛生費・労働費
①さわやか健康体操応募落選者数の状況
から対策を問う。

②子宮頸がんワクチンの問い合わせ内容
を問う。

③がん検診の勧奨方法を問う。
④令和５年度に保護された猫の頭数を問う。
⑤火葬場延命化計画策定業務の委託内容を問う。

質
疑

民生費
①ひとり親家庭家賃助成事業の成果を問
う。
②高齢者への詐欺被害の現状と対策を問
う。

③「個」と「個」をつなぐ居場所づくり事業の今後の
展開を問う。
④第5期高齢者福祉総合計画策定支援業務委託が
契約解除に至った経緯を問う。
⑤ケースワーカー数、１人あたりの担当数を問う。
⑥シニアＩＣＴ支援事業の令和４年度の取り組み内
容を問う。
⑦福祉支援センター０歳児一時保育事業の利用者
数を問う。
⑧虐待の種類ごとの件数と通報者の内訳を問う。
⑨成年後見制度利用者支援事業と地域福祉権利擁
護事業とのすみ分けを問う。

総 括 質 疑
①窓口業務改革事業経費について問う。
②2030ビジョン、イノベーションビジョン
と産業分野の連動を進めるための会議
体を問う。　

③学習指導要領による一定のプログラム、カリキュ
ラムから作られた教育環境から、柔軟に対応でき
るシステムが推奨されていることへの認識を問う。
④令和4年度から予算化された政策課題連携枠のう
ちの、ひきこもり支援事業経費の取り組みを問う。
⑤持続可能な自治体運営を構築するための第６次
行革・財政非常事態に基づく財政再建の取り組
み、職員の適正配置を問う。
⑥独居、もしくは高齢世帯で、ごみ出しができなく
なった方への対策はあるか。

①特定検診の受診率を問う。
②微量アルブミン尿検査実施の経
緯を問う。

③結核・精神医療給付金の対象者を問う。
④令和4年度に発行した短期被保険者証を問う。
⑤国保加入者の令和元年度から4年度の平
均所得を問う。

⑥不納欠損額の推移を問う。
⑦悪質な滞納者に関し、調査は行ったのか。
⑧総務費における人件費増の詳細を問う。

①コロナによる打撃と物価高騰のも
とで2年連続値上げの最初の年と
なり、市税の増を理由に国保税を
値上げし、加入者の生活実態に向

き合って判断していない。（反対）
②この間、全ての自治体が国の方向性にふ
りまわされているが、市民に寄り添って正
しい政策が展開され、正しい運用をされて
いくことを願う。（賛成）

③外国人が出国して不納欠損となったり、複
数回の短期証の発行の方がいることから、
中身や課題を精査しながら、レセプトデー
タの有効活用が必要。（賛成）

国民健康保険特別会計

一 般 会 計

特別会計

意
見

質
疑

①令和4年度の高齢者の保健事業
と介護予防の一体的実施事業の
成果を問う。
②後期高齢者医療制度加入者のマ

イナンバー取得率を問う。
③三課連携の課題と期待される効果を問う。

①医療費が2割負担となり、公的年
金が抑制され、収入が増えない
高齢者にとって余りにも大きな
打撃。（反対）

②情報連携したデータ分析については、他
市区町村の成功事例や活用事例を参考に
しながら対応していってほしい。（賛成）

後期高齢者医療特別会計特別会計特別会計

意
見

質
疑

①特養ホーム待機者増に対する市
の認識を問う。

②ちょこすけの追加活動として、ど
のような検討を行っているか。

③介護保険利用者負担額減免事業の東日本
大震災分、新型コロナウイルス感染症分の
対象者数と内容を問う。
④令和4年度の介護人材育成研修で見えて
きた課題を問う。
⑤高額医療合算介護サービス等経費の流用
の内容を教えてほしい。
⑥総務費が令和3年度に比べて5％減になっ
ている理由は。

①令和4年度は保険料の引き上げ
がなかったため、決算には賛成
するが、今後、基礎自治体として
責任をしっかりと果たして次期

計画の策定にあたってほしい。（賛成）
②ちょこすけの取り組みから得た気付きや傾
向を今後の施策に生かし、さらなる連携や
拡充を求める。（賛成）

介護保険特別会計

※議会だよりでは、議員からの質疑、意見のみ掲載しています。決算委員会の質疑や答弁の詳細については、会議録で全文を確認できま
す。会議録は、図書室・市政図書室での閲覧、市議会ホームページの会議録検索システムをご利用ください。

教育費・公債費・諸支出金・予備費
①第２次スポーツ推進計画の基本方針の
一つに、障害者スポーツの普及を掲げた
経緯を問う。
②不登校児童への支援にかかる、学校とス

クールソーシャルワーカーとの連携体制を問う。
③学校給食における牛乳の飲み残し、廃棄の実態
を問う。
④各小・中学校に、フリースクールを配置することへ
の見解を問う。
⑤予備費の執行内容を問う。
⑥第２次スポーツ推進計画の実行体制を問う。
⑦学校司書配置について研究の経過、内容を問う。
⑧通学路の安全対策を問う。
⑨特別支援学級への転籍案内を問う。

質
疑

決算を審査 予算は正しく
　　使われたのか？
成果をあげられたのか

意
見

①財政フレームの構成要素の見直
しを問う。
②代行買収に関する市とまちづくり
公社の協議を問う。

①代行買収は買収額、利子、維持管
理費総額32億7千万円あまりの
負債という問題であり、この責任
が問われることなく、長期間が経

過している。（反対）

区画整理事業特別会計

質
疑

特別会計

質
疑

①有収率の多摩26市における位置
を問う。
②下水道未普及率に占める区画整
理事業施行地区の割合を問う。

③雨天時浸入水調査の進め方、調査の進捗
状況を問う。

　意見はありませんでした。

下水道事業会計

意
見

質
疑

①医師補充の募集状況を問う。
②1人あたりの入院単価が前年度
比で上がっている理由を問う。

③病床利用率が上がらないことへ
の見解を問う。

④地域医療支援病院となった効果を問う。
⑤救急搬送患者応需率の過去の実績を問う。
⑥地方公営企業法全部適用への進捗状況を問う。

①病院機能向上計画で掲げられて
いた社会教育センター跡地の検
討を進めてほしい。（賛成）

市立病院事業会計
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